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● 大学が国際化を進めるために、具体的にその変わ 

  るべき姿、方向性を示します。 

● これまでの評価事業・学位授与事業をさらに発展 

  させ、国際化への道筋を解説します。 

● 真の国際化へと羽ばたくために、グローバル時代 

  の大学を考証します。 
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